
科目名称：生活支援技術Ⅰ 

担当者名：伊藤 友香、秋山  陽子  

科目群（区分） 開講予定時期  授業形態  必修・選択 単位数  卒業認定・学位授与の方針との関連 

専門展開 2年前期 演習 選択 2 社会福祉学科（2）（3） 

アクティブ・ラーニング実施の有無 実施有り ナンバリング 14204241 

授業概要：基本的な生活支援技術を演習中心に行います。介護を必要とする人がどのような状態であっても、生きていることを実感でき、その人らし

く生きるための生活環境づくりをすることで、生活の楽しさや生活の支障の解決についてともに分かち合うことができるよう、あらゆる介護場面におい

て共通する基本的な介護の技術を修得します。 

到達目標：１．介護サービスを提供する対象、場によらずあらゆる介護場面に汎用できる基本的な介護の知識が修得できる。 

２．自立支援の観点から生活支援の考え方が理解できる。 

 

授業計画  準備学習とその所要時間（分） 

第１回 自立に向けた居住環境の整備①【秋山・伊藤】 居住環境の整備について調べる（90） 

第２回 自立に向けた居住環境の整備①【秋山・伊藤】 環境整備の必要性について調べる（90） 

第３回 自立に向けた居住環境の整備②【秋山・伊藤】 環境整備の方法について復習する（90） 

第４回 自立に向けた居住環境の整備②【秋山・伊藤】 ベッドメイキングの方法について復習する（90） 

第５回 福祉用具の意義と活用【秋山・伊藤】 福祉用具の種類について調べる（90） 

第６回 福祉用具の意義と活用【秋山・伊藤】 福祉用具の活用方法について復習する（90） 

第７回 高齢者の自立に向けた移動の介護①【伊藤・秋山】 移動支援の方法について教科書を確認する（90） 

第８回 高齢者の自立に向けた移動の介護①【伊藤・秋山】 移動支援（立位介助）の方法について復習する（90） 

第９回 高齢者の自立に向けた移動の介護②【伊藤・秋山】 移動支援（起き上がり）の方法について教科書を確認する（90） 

第１０回 高齢者の自立に向けた移動の介護②【伊藤・秋山】 移動支援（車いす移乗）の方法について復習する（90） 

第１１回 高齢者の自立に向けた移動の介護③【伊藤・秋山】 移動支援（歩行介助）の方法について教科書を確認する（90） 

第１２回 高齢者の自立に向けた移動の介護③【伊藤・秋山】 移動支援の方法について復習する（90） 

第１３回 高齢者の自立に向けた身じたくの介護【伊藤・秋山】 身じたくの支援方法について教科書を確認する（90） 

第１４回 高齢者の自立に向けた身じたくの介護【伊藤・秋山】 身じたくの支援方法について復習する(90） 

第１５回 高齢者の自立に向けた食事の介護①【秋山・伊藤】 食事支援の留意点について教科書を確認する（90） 

第１６回 高齢者の自立に向けた食事の介護①【秋山・伊藤】 食事支援の方法について復習する（90） 

第１７回 高齢者の自立に向けた食事の介護②【秋山・伊藤】 食事支援・口腔ケアの方法について復習する（90） 

第１８回 高齢者の自立に向けた食事の介護②【秋山・伊藤】 食事支援・口腔ケアの留意点について復習する（90） 

第１９回 高齢者の自立に向けた排泄の介護①【秋山・伊藤】 排泄支援の方法（おむつ交換）について教科書を確認する（90） 

第２０回 高齢者の自立に向けた排泄の介護①【秋山・伊藤】 排泄支援（おむつ交換）の方法・留意点について復習する（90） 

第２１回 高齢者の自立に向けた排泄の介護②【秋山・伊藤】 排泄支援の方法（ポータブルトイレ）について教科書を確認する（90） 

第２２回 高齢者の自立に向けた排泄の介護②【秋山・伊藤】 排泄支援（ポータブルトイレの支援）の方法・留意点について復習する

（90） 

第２３回 高齢者の自立に向けた清潔保持の介護【伊藤・秋山】 清潔保持の支援方法について教科書を確認する（90） 

第２４回 高齢者の自立に向けた清潔保持の介護【伊藤・秋山】 清潔保持の支援方法（清拭）について復習する（90） 

第２５回 高齢者の自立に向けた入浴の介護①【伊藤・秋山】 入浴支援の方法について教科書を確認する（90） 

第２６回 高齢者の自立に向けた入浴の介護①【伊藤・秋山】 入浴支援の方法（座位での洗身・洗髪）について復習する（90） 

第２７回 高齢者の自立に向けた入浴の介護②【伊藤・秋山】 入浴支援の方法（臥位での洗身・洗髪）について教科書を確認する（90） 

第２８回 高齢者の自立に向けた入浴の介護②【伊藤・秋山】 入浴支援の方法・留意点について復習する（90） 

第２９回 心肺蘇生と AED【伊藤・秋山】 心配蘇生の方法について調べる（90） 

第３０回 心肺蘇生と AED【伊藤・秋山】 AEDの必要性と活用方法について調べる（90） 

履修に必要な予備知識や技能：生活支援コース「生活支援」と同時履修が望ましいです。 

課題に対してのフィードバック：授業中に提出したワークシート、課題については点検・添削後、次回以降の授業で返却します。その際に講評します。 

評価方法・基準：実技試験８０％ 受講態度（授業への参加度）１０％ レポート１０％ 

教科書：教科書：最新介護福祉士養成講座 6「生活支援技術Ⅰ」中央法規出版，最新介護福祉士養成講座 7「生活支援技術Ⅱ」中央法規出版、教科

書の該当ページを開きながら解説する。 

参考書：授業時に適宜紹介します。 

 

備考： 

実務経験の内容・期間：介護福祉士（伊藤友香 6 年）、介護福祉士（秋山陽子 5 年） 


